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ニ ホ ン ナ シ 等 の 落 葉果 樹 は 秋 冬季 に か け て の 一 時 的な 高 温 で は発 芽 し な い よ
う な 安 全 機 構 （ 自 発休 眠 ） を 有す る ． 近 年 気 候 温 暖化 の 影 響 に伴 い 秋 冬 期 の 高
温 化 が お こ る と ニ ホン ナ シ 等 の自 発 休 眠 覚 醒 に 必 要な 低 温 遭 遇が 不 足 す る た め，
発 芽 ・ 開 花 の 不 揃 い ， 生 育 異 常 ， 開 花 期 間 の 長 期 化 等 が 起 こ る ． 藤 丸 ( 2 0 0 4 )の
報 告 に よ る と ， 西 南暖 地 の ニ ホン ナ シ 施 設 栽 培 に おい て ， 既 に低 温 不 足 に 起 因
す る 仮 称 「 眠 り 症 」と 呼 ば れ る発 芽 ・ 開 花 等 の 生 育障 害 が 発 生し て い る ． そ れ
は ， 日 本 よ り も 暖 かい 地 域 で 栽培 さ れ て い る ニ ホ ンナ シ に 共 通し た 世 界 的 な 課
題 で あ り ， そ の 対 応技 術 の 開 発が 強 く 求 め ら れ て いる ． そ こ で， 気 候 温 暖 化 時
に 予 測 さ れ る 冬 季 の 低 温 不 足 に 起 因 す る 発 芽 ・ 開 花 異 常 な ど の 生 育 障 害 を 回
避 ・ 軽 減 可 能 な 栽 培管 理 技 術 を開 発 す る た め に ， 微気 象 環 境 の制 御 ， 環 境 ス ト
レ ス や 休 眠 打 破 剤 等を 利 活 用 した 休 眠 ・ 発 芽 ・ 開 花の 制 御 技 術を 検 討 し た ．  
1） シ ア ナ ミ ド 剤 の 適 切 な 散布 時期 の 検 討  
ニ ホ ン ナ シ ‘幸 水 ’と ‘豊 水 ’の 鉢 植 え 樹 を 供 試 し ，2 0 0 7，2 0 0 9，2 0 1 0 お よ び 2 0 11
年 度 の 4 か 年 に わ た り シ ア ナ ミド 剤 の 散 布 処 理 を 行っ た ． こ こで は ， 自 発 休 眠
覚 醒 の 指 標 と さ れる 7 . 2℃ 以 下 低温 遭 遇 時 間 と 発 育 指数（ D e Ve l o p m e n t a l  I n d e x e s ,  
D V I 1）を 対 比 さ せ ，シ ア ナ ミ ド 剤の 散 布 時 期 の 有 効 範囲 の 設 定 を試 み た ．な お ，
D V I 1 は 杉 浦 （ 1 9 9 7）， 大 谷 （ 2 0 0 6） が 定 義 し て お り ， 自 発 休 眠 覚 醒 期 中 の - 6℃
～ 1 2℃ の 温 度 範 囲 を対 象 と し たも の で あ る ．こ の D V I 1 を 本 研 究で D V I ( o l d )と 定
義 し た ．一 方 ，杉 浦 ら（ 2 0 0 3）は 自 発 休 眠 覚 醒 期 中 の 2 1℃ か ら 2 4℃ の 温 度 域 は
低 温 積 算 の 一 部 を 打消 し て 自 発休 眠 を 逆 進 さ せ る 効果 が あ る と報 告 し て い る ．
そ の 報 告 に 基 づ き 求め た D V I 1 を こ こ で は D V I ( n e w )と 定 義 し た ．その 結 果 ，7 . 2℃
  
以 下 の 低 温 遭 遇 4 0 0～ 6 0 0 時 間 の時 点 で シ ア ナ ミ ド 処理 を す る と，両 品 種 で 自 発
休 眠 打 破 の 促 進 効 果が 認 め ら れた ． 両 品 種 と も に D V I ( n e w )が 0 . 6 5～ 0 . 7 0 の 範 囲
で シ ア ナ ミ ド 処 理 する と ， 発 芽お よ び 開 花 が 改 善 され ， 開 花 日も 前 進 し た ． た
だ ，発 育 ス テ ー ジ が 前 進し ， D V I ( o l d )で は 1 . 0 3 以 上 ， D V I ( n e w )で は ， 0 . 8 0 以 上 で
は シ ア ナ ミ ド 処 理 の 効 果 は 弱 ま る 傾 向 を 示 し た ． 低 温 遭 遇 時 間 が 同 程 度 で は
D V I ( n e w )に 比 べ ， D V I ( o l d )は 発 育 ス テ ー ジ を 過 大 に 評 価 し て い た ． 以 上 の 結 果 か
ら ，気 候 温 暖化 時 に 対 応 し た低 温代 替 技 術 と し て，シ ア ナ ミ ド処 理を 行 う 場 合 ，
D V I ( n e w )モ デ ル に よ る 散 布 時 期 の予 測 が 有 効 で あ る こと が 示 唆 され た ．  
2） シ ア ナ ミ ド 剤 お よ び 一 時的 な高 温 ス ト レ ス の 検 討  
こ こ で は ， 農 家 が 現有 の 栽 培 施設 な ど の 利 活 用 で 実施 可 能 な 休眠 の 制 御 技 術
を 開 発 す る た め に 環境 負 荷 が 少な い 一 時 的 な 高 温 スト レ ス と 日本 で ニ ホ ン ナ シ
の 自 発 休 眠 覚 醒 に 認可 さ れ て いる シ ア ナ ミ ド 剤 を 検討 し た ． その 結 果 ， ニ ホ ン
ナ シ ‘幸 水 ’で は 露 地 で 7 . 2℃ 以 下 の 低 温 遭 遇 4 5 0 時 間 で シ ア ナ ミ ド処 理 と 高 温 単
独 4 8 時 間 処 理 を 併 用 する こ と によ っ て ， 正 常 な 開 花が 促 進 さ れた ． 一 方 ， ‘豊
水 ’で も 自 発 休 眠 覚 醒 に 必 要 な 低 温 遭 遇 が 不 十 分 と さ れ る 4 5 0 時 間 で は シ ア ナ
ミ ド 処 理 と 高 温 2 4 時 間 あ る い は 4 8 時 間 の 組 み 合 わ せ 処理 す る こと に よ っ て 正
常 開 花 率 の 割 合 が 増加 し た ． この よ う に ， シ ア ナ ミド 剤 と 一 時的 な 高 温 の 併 用
処 理 は 農 家 で も 導 入可 能 な 気 候温 暖 化 に 有 効 な 栽 培技 術 に 結 びつ く も の と 考 え
ら れ た ．  
3） 樹 体 冷 却 処 理 法 の 検 討  
環 境 負 荷 が 少 な い 反射 資 材 被 覆と 気 化 冷 却 処 理 を 組み 合 わ せ ，か つ 農 家 が 現
有 の 栽 培 施 設 な ど で実 施 可 能 な休 眠 の 制 御 技 術 を 検討 し た ． ここ で は ， ミ ス ト
処 理 と 反 射 被 覆 資 材の 利 活 用 によ り ， 樹 体 周 辺 の 微気 象 を 人 工的 に 改 変 し ， 日
中 の 気 温 と 花 芽 や 樹体 の 温 度 を低 く 維 持 で き る こ とを 明 ら か にで き た ．さ らに ，
発 芽 ・ 開 花 へ の 影 響に つ い て みる と ， ミ ス ト 樹 体 部処 理 区 で は， 発 芽 率 は 8 0％
と 根 圏 処 理 や 対 照 区に 比 べ 高 い値 を 示 し た ． た だ し， ミ ス ト が低 温 遭 遇 1 0 0 0時
間 を 超 え る ま で 樹 体部 に 処 理 する と ， 混 合 花 芽 の 生育 停 止 が 観察 さ れ た ． こ れ
は ，混 合 花 芽 の 濡 れ時 間 が 長 期 化し ，生 育 に 影 響 し たも の と 考 え られ た ．今 後 ，
ミ ス ト 処 理 を 連 続 で は な く ,  断 続 す る こ と に よ り 「 花 芽 の 濡 れ 状 態 」 を 制 御 す
る 方 法 な ど の 検 討 が必 要 で あ ると 考 え ら れ た .  
以 上 の 結 果 か ら ， シア ナ ミ ド 処理 だ け で は な く ， 環境 負 荷 の 少な い 気 化 冷 却
処 理 や 高 温 ス ト レ ス処 理 な ど の低 温 代 替 技 術 の 開 発も 考 慮 し てニ ホ ン ナ シ な ど
の 休 眠 ・ 開 花 現 象 及び 果 実 生 産に 及 ぼ す 影 響 に 関 する 研 究 ・ 調査 も 継 続 し て い
く こ と が 必 要 で あ る と 考 え ら れ た .  さ ら に ， こ の 結 果 を 踏 ま え て ， こ こ で 検 討
し た 処 理 法 を 活 用 して ，低 温 要 求量 の 少 な い 品 種 ‘幸 水 ’や ‘豊 水 ’だ け で は な く 低
温 要 求 量 が 多 い ‘新 高 ’や ‘二 十 世 紀 ’な ど も 加 え て ，今 後 研 究 の 展開 を 進 め る こ と
に 意 義 が あ る と 考 えら れ た ．  
 
